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表記に関する要望に応えるため、助産、周産期コミュニティ用AITCS-II-Jを開発しリリースします。
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1. ケア目標を設定するとき妊産婦を巻き込んでいる。
2. 私が所属するチームはケアプロセスを決めるときに妊産婦の要望に耳を傾けている。
3. 常時妊産婦ケアについてミーティングを行い話し合いをしている。
4. 妊産婦・新生児ニードに基づいて、健康やソーシャルサービス（家計、仕事、住まい、地域とのつながり、スピリチュアル）に関わる調整をしている。
5. 妊産婦ケアについて話し合うためにチームメンバーとは首尾一貫したコミュニケーションをしている。
6. 妊産婦個々のケア目標設定に関わっている。
7. ケア計画を立てるときは、多職種の知識やスキルを活用するために、多職種のメンバー、妊産婦、家族に働きかけている。
8. ケア計画を調整するときには、妊産婦や家族と一緒になって行う。
9. チーム内では皆が力を出し合って協力している。
10. お互いが尊敬しあい信頼している。
11. 皆オープンで親切だ。
12. 振り返りと改善によってチームの機能に変化を加えている。
13. 異なる意見が出るときは、お互いが満足のゆく解決ができるよう努力している。
14. お互いができることとできないことを理解している。
15. チーム内で知識とスキルが共有されていることを理解している。
16. チームメンバーの間には信頼感ができあがっている。
17. 職場には多職種連携協働（チーム医療）について独自の取り決めがある。
18. チーム内では、メンバーによって合意された目標が公平に分担されている。
19. チームミーティングでは、妊産婦・家族を含めてオープンなコミュニケーションが奨励され支持されている。
20. 対立や衝突を解決するためにあらかじめ決められた手順を活用している。
21. 変化する妊産婦のニーズに応じてメンバーはチームリーダーをサポートしている。
22. 皆が一緒になってチームリーダーを選んでいる。
23. チームミーティングに妊産婦を含めることをオープンにサポートしている。

